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＜目的＞ 

少子高齢化が急速に進展しており、今後空き家・空き地が増加、住民一人当たりが負担す

る行政コストが増える等の都市問題が予想されている中、持続可能な都市を目指すために

は、都市のコンパクト化やストック型社会の実現に向けた取り組みが必要である。一方で、

これらの政策の実現には、居住や都市機能の移転・集約を伴う場合もあることから、地域住

民の理解と合意が不可欠であるが、マスタープランや都市計画図だけでは、住民がまちの現

状や課題を把握し、将来あるべきまちの姿を具体的にイメージすることが困難であること

が課題となっている。 

そこで、本調査では、まちのコンパクトシティ化、ストック型社会の実現に向けた取り組

みを推進するために地域住民や関係者がまちの現状や抱える課題を把握し、関係者間で目

指すべきまちの姿の議論や意見交換、将来のまちのイメージ等の共有ができるコミュニケ

ーションツールの構築に向けて、自治体等の地域関係者や有識者等による検討会を開催し、

プロトタイプ開発のための検討を行うことを目的とする。 
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